説明用

相続権者であることが確認できる書類についての説明
　借り手（耕作者）または貸し手（所有者）が死亡している場合は、添付書類につぎの書類を追加して、提出してください。
１　３条許可または戦前小作による賃貸借を解約する場合

　(1)借り手（耕作者）が死亡している場合

①相続人全員を確認するため、被相続人の出生から死亡までの戸籍関係書類と相続人全員の戸籍関係書類と相続関係図
　　②①の書類を添付することが難しい場合は、内容に間違いがないことを証して、相続権者すべてが署名・押印した相続関係図

　　③遺産分割協議書を作成しており、耕作権を相続したことが確認できる場合は、遺産分割協議書の写し
　(2) 貸し手（所有者）が死亡して、相続登記が未了の場合

①遺産分割協議書を作成しており、所有権を相続したことが確認できる場合は、遺産分割協議書の写し

②内容に間違いがないことを証して、相続権者すべてが署名・押印した相続関係図

２　基盤強化法（利用権）による賃貸借を解約する場合

　(1)借り手（耕作者）が死亡している場合

　　①遺産分割協議書を作成しており、所有権または耕作権を相続したことが確認できる場合は、遺産分割協議書の写し

②内容に間違いがないことを証して、相続権者すべてが署名・押印し相続関係図

　(2) 貸し手（所有者）が死亡して、相続登記が未了の場合

　　①遺産分割協議書を作成しており、所有権または耕作権を相続したことが確認できる場合は、遺産分割協議書の写し

②内容に間違いがないことを証して、相続権者すべてが署名・押印し相続関係図

　　③①または②の書類を添付することが難しい場合は、賃貸借の手続きを行った本人が解約手続きを行う場合に限り、「相続関係の内容に間違いがなく、代表相続人として、この解約手続きを行うことにより問題が生じた場合は、私の責任で解決します。」と記述し、解約手続きを行う者が署名・押印した相続関係図
この場合、相続権者すべてから解約手続きに係る同意書を提出することは求めません。
